
資料１ 

報告第３号 

江別市保存樹木の指定解除について 

No 樹種（所在地） 所有形態 解除の状況 備考 

116 キリ 

(大麻ひかり町

43-11) 

個人所有 令和６年２月１８日付で、「幹

の一部で樹皮がむけるなどし

て弱っており、危険があるた

め」として、保存樹木等指定

解除申請書の提出を受けたも

ので、過去から主幹の剝皮、

大枝枯れで数回治療を行って

おり、今後危険木となること

が見込まれるので、江別市緑

化推進条例第１０条第３項の

規定に基づき保存樹木の指定

を解除し、同条第４項の規定

に基づき所有者に通知した。 

指定 H9.3.12 

保存 H20.2.13 

解除 R6.2.29 

（解除申請書

提出あり） 

※令和６年８月１日現在 保存樹木 88 本、指定樹木 23 本、計 111 本。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （R6 年 2 月撮影）     



議案第１号                             資料２ 

江別市指定樹木の樹種変更について 

 

 

番  号 樹木№１５１ 場  所 酪農学園大学（文京台緑町 569-44） 

樹  種 イタヤカエデ（エゾイタヤ） → ベニイタヤ（アカイタヤ） へ変更 

直  径 75ｃｍ （胸高周 237㎝） 

樹  高 20ｍ （推定樹齢 130年程度） 

所 有 者 学校法人酪農学園 

選定理由 野幌原始林の面影を伝える野外礼拝堂の緑地に残された貴重な天然木。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

                              

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 



2024 年 え べ つ 市 民 環 境 講 座 （ ご 案 内 ） 

～環境のこと もっと知ろう みんなで考えよう～ 

省エネ・節電の基本、オオカミとの共生、再生可能エネルギーなど幅広い観点から身近な環境について

考える環境講座。名木百選ウォッチングでは、千古園のミズナラなどを見学します。1講座のみでも受講

可能です。お気軽にお電話ください。 

回 日時・場所 テーマ・講師・内容 受講料・申込み・定員 

１ 8 月 28日（水） 

14:00～15:30 

野幌公民館 

[研修室 3･4号] 

 

省エネ・節電 基本の「キ」 

●岡崎 朱実さん 

（省エネ・脱炭素エキスパート（家庭分野）） 

省エネの取組は沢山あるけど、家庭ではどんなことが出来るか分から

ない…という方に。 

効果的な取組や、見落とされがちなポイントなど、すぐに実践できる

取組を聞いてみませんか。 

受講料：無料 

申込み⇒8 月 7 日（水）から

電話（381-1019）で江別市環

境課まで 

定員：先着４０名 

２ 9 月 3日（火） 

10:00～15:30 

 

名木百選ウォッチング 

●大原 雅さん（北海道大学名誉教授） 

今回は、枝の広がりが素晴らしい道立教育研究所のエゾノコリンゴ

や、樹齢推定１５０年の千古園のミズナラなどを見学します。植物生

態学が専門の大原さんの案内で、名木を巡ってみませんか。 

受講料：1,500 円（バス代、

資料代、当日徴収） 

申込み⇒8 月 7 日（水）から

電話（381-1019）で江別市環

境課まで 

定員：先着４０名 

３ 9 月 18日（水） 

14:00～15:30 

野幌公民館 

[研修室 3･4号] 

 

オオカミと共生する草原 

●星野 仏方さん（酪農学園大学教授） 

エゾオオカミが絶滅した北海道では、エゾシカが爆発的に増加し様々

な被害が問題となっています。一方で、モンゴルでは長い間オオカミ

との共存関係が成り立っています。 

家畜を殺すオオカミとモンゴルの遊牧民が共存できる理由とは？ 

北海道でもそのようなことが可能なのでしょうか？ 

受講料：無料 

申込み⇒8 月 7 日（水）から

電話（381-1019）で江別市環

境課まで 

定員：先着４０名 

４ 10 月 16日（水） 

14:00～15:30 

野幌公民館 

[研修室 3･4号] 

 

身近な再生可能エネルギーと私たちの暮らし 

●船木 隆一さん 

（道東電機株式会社 事業戦略本部長） 

2050 年カーボンニュートラルに向けて、再生可能エネルギーの導入は

見落とせない取組の一つです。今回は、日本における再生可能エネル

ギーの中で一番発電量が多いと言われている太陽光発電についてお

話します。 

受講料：無料 

申込み⇒8 月 7 日（水）から

電話（381-1019）で江別市環

境課まで 

定員：先着４０名 

 

・発熱等の自覚症状がある場合、体調がすぐれない場合は、参加をお控えください。 

・会場内で体調の異変を感じた場合は、講演中でもご遠慮なくお近くのスタッフにお声が 

けください。 

 

＜江別市環境課＞ 

道民カレッジ・えべつ市民カレッジ対象講座 



○保存園

遺伝資源保存園
○交配園
○試験園
○原種苗畑
○建物敷

育種素材保存園

国立研究開発法人

森林研究・整備機構 森林総合研究所

北海道育種場林木育種センター

旧庁舎（サッポロ珈琲館）

４２林班

至 札幌方面 至 道道46号江別恵庭線



北海道の林木育種
森林の諸機能を高度に発揮させるために森林の遺伝的な資質の向上が必要です。そのため、成長、材質

の優れた木や病虫獣害、気象害に対する抵抗性の強い木等を選抜し、それらの特性を解析し、遺伝的に優
れた種苗を創り出すことを目的としています。

北海道育種場では、トドマツなどの北方樹種を対象に優れた特性をもつ品種を開発するとともに、その
原種を増殖・配布することにより、林木の優良な種苗の生産に寄与しています。また、ミズナラ等の有用
広葉樹、エゾマツ等の針葉樹、絶滅の危機に瀕している種などの希少樹種や巨樹・名木などの貴重な林木
遺伝資源の収集・保存等にも取り組んでいます。

精英樹と検定林

検定林

第２世代精英樹以降（エリートツリー）

地域差検定林 北見２号（トドマツ30年次）

北海道育種基本区の主要育種対象樹種は、トドマツ、アカエゾマツ、カラマツ（グイマツ雑種F₁を含む）、スギ
です。これらの樹種について優良な個体が北海道一円から「第１世代精英樹」として選抜されています。それら精
英樹の検定を行うため道内各地に設定されているのが検定林です。検定林は、1）選抜された精英樹の遺伝的性能
の確認・評価、2）精英樹後代からの優良個体（第2世代精英樹）の選抜に利用されます。

北海道育種基本区では、国有林や民有林に設定された検定林のデータを北海道育種場と北海道立総合研究機構林
業試験場とが連携しながら育種に活用しています。

北海道育種場では、道総研林業試験場と連携して、トドマツ、カラマツ、
グイマツ、アカエゾマツの第2世代精英樹候補木および優良木（道有林内に精
英樹の原木から直接採種し造成された実生検定林から選抜した個体）の選抜
と保存を進めています。

第２世代精英樹
トドマツ北育2-７２

検定林位置図（色の違いは検定林の種別）
（Google Mapを利用）

北海道育種基本区内の樹種ごとの開発状況
樹種 種別 開発数

エリートツリー 50
第二世代精英樹候補木 347
優良木 97
エリートツリー 4

グイマツ 第二世代精英樹候補木 35
優良木 21
エリートツリー 2

カラマツ 第二世代精英樹候補木 26
優良木 1
エリートツリー 0

アカエゾマツ 第二世代精英樹候補木 157
優良木 0

トドマツ

各地の山で選抜された精英樹（第1世代）の中でも、特に優れたものを交配
した苗木の中から選ばれた、第2世代以降の精英樹の総称です。主に成長性が
改良されており、特に初期成長の早さが特徴です。材質や通直性にも優れてい
ます。植栽本数や下刈り回数等、造林初期投資の削減や、伐期の短縮が期待さ
れます。



開発品種・特定母樹

北海道の林木育種

開発品種

主として第1世代精英樹の検定林等での成績が優れているものを、
その特性を解析・整理した上で開発品種としています。今までに、
カラマツ幹重量（二酸化炭素吸収・固定能力）の大きい品種やトド
マツ材質優良品種等を開発しています。

これらの個体を採種園に導入することで、優良な種子生産と育種種
苗の普及を目指しています。

露地で栽培した苗（左）および長日処理を行った苗（右）

アオダモのコンテナポット苗

バット材として加工されるアオダモ丸太

エゾマツ

アオダモ

エゾマツは北海道を代表するトウヒ属の針葉樹で、古くから建築
用や家具用など様々な用途に利用されてきました。しかし、エゾマ
ツは菌害に弱く人工造林も難しいことなどから、資源量は戦前に比
べて半分程度に減少したと考えられています。
北海道育種場では東京大学等と連携してエゾマツのコンテナ苗の

育苗技術開発を進めてきました。ガラス温室内で高圧ナトリウムラ
ンプを利用して長日処理を行うことで成長が大きく促進され、通常
の苗畑では約5年必要な育苗期間を2年まで短縮できる可能性が示さ
れました。

北海道産のアオダモは、野球用バットに最も適した樹種として知
られていますが、シカの食害やササによる更新の阻害によって、資
源の減少が危惧されています。
北海道育種場ではバットに適した優良クローンの収集・保存・増

殖方法の検討を進めてきました。マルチキャビティコンテナを利用
してビニールハウスで育成し、液肥を適切に施用することによって
成長が促進され、5年前後を要するポット苗育成よりも1年から2年
早く山出しが可能となる方法を開発しました。

特定母樹グイマツ精英樹「中標津５号」

特定母樹
「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法」において特に優

良な種苗を生産するための母樹で、成長の特性が特に優れたものを農
林水産大臣が「特定母樹」として指定し、その増殖の実施の促進を図
ることとされています。

主に成長や材質が特に優れた第1世代精英樹やエリートツリーが指
定を受けて、それらの採種園・採穂園の整備が進められています。
北海道育種基本区ではグイマツ精英樹「中標津５号」が最初の指定

を受け、その後トドマツ第２世代精英樹から32系統、カラマツ第２世
代精英樹から2系統も特定母樹の指定を受けました（令和5年度末現
在）。グイマツ「中標津5号」は、特に優れた特性を持つグイマツ雑
種F1「クリーンラーチ」の母樹であり、花粉木となるカラマツ精英樹
とともに「クリーンラーチ採種園」の造成に用いられています。



遺伝資源の収集・保存等
林木遺伝資源の収集・保存

林木遺伝子銀行110番

育種素材としての主要樹種（トドマツ、カラマツ等）のほか、新需要の創出に資する有用樹種（薬木となるキハ
ダ等）、保全すべき脆弱な希少遺伝資源（絶滅危惧種や枯損の危機に瀕している天然記念物の巨木等）について、
これらを収集・増殖・保存し、特性評価を行って貴重な林木遺伝資源の確保・保存を図っています（林木ジーンバ
ンク事業）。これらの実施は、対象となる林木の所有者・所有機関等と連携して進めています。

森林総合研究所林木育種センターで保存している林木遺伝
資源は、「林木ジーンバンク事業」の一環として試験研究目的
での要請に応じて種子・花粉・苗木・穂木の形により有償配布
しています。配布を希望される方は、林木育種センター遺伝資
源部へ連絡のうえ手続きをしていただきます。
これらの配布に関する規定や申請書等は以下のウェブサイト

上に掲載されています。
（https://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/iden/index.html）
また、研究材料とする林木遺伝資源を注文に応じて取りそろ

え提供するサービスである「林木遺伝資源の配布予約制度」も
ご利用いただけます。

林木遺伝資源の配布

枯損の危機に瀕している「天然記念物や巨樹・名木」等は、生物学的に貴重であ
るとともに、地域のシンボルや信仰の対象として文化的にも重要です。このような
樹木を後世に残すため、所有者や自治体からの要請に応じて親木と同じ遺伝子を
持った後継（クローン苗木）を増殖して里帰りを行うサービス「林木遺伝子銀行
110番」を行っています。当サービスは「林木ジーンバンク事業」の一環として
行っています。

観音山の御神木:様似町にある
樹齢400年以上(推定)のカシワ。
昭和48年3月に北海道記念保護
樹木に指定されている。平成
18年に様似町から「林木遺伝
子銀行110番」で増殖要請があ
り平成22年に里帰りを実施。

京極町開拓記念樹:北海道の巨樹・名木
150選に指定されているハルニレ。令和4
年5月故郷に里帰りした後継クローン苗木
を地元の京極小学校児童と記念植樹した
様子

２０１７キハダ羽幌１２ ２０１７アオダモ釧路１キハダ種子

アオダモ種子



開発品種等の普及、講習・指導
原種の配布

北海道や認定特定増殖事業者等の要望に応じて、精英樹や開発品種の原種をさし木やつぎ木で増殖した苗木、ある
いは穂木の形で配布しています。

配布された原種は、国や北海道の公営採種園または認定特定増殖事業者の整備する特定母樹採種園の造成や改良に
利用されます。これらの採種園で生産された種子や穂木は、種苗生産事業者等による苗木の生産に用いられ、最終的
に山行きの優良育種種苗となって人工造林に利用されます。

清水町森林組合 採種園

講習・指導

健全木 被害木に形成された虫えい

特定母樹の採種園整備と特定苗木の生産・普及推進

北海道林木育種現地研究会 研修の受入れ

美幌森林組合 採種園

平成25年に「森林の間伐等の実施の促進に関する
特別措置法」（間伐等特措法）が改正され、地球温暖
化防止に貢献できる成長等に優れた種苗の母樹を農林
水産大臣が「特定母樹」に指定し、特定母樹から生産
される種穂を用いて生産される「特定苗木」を普及促
進することとされました。これに当たって都道府県に
よる特定母樹の採種園・採穂園の整備の取組だけでな
く、都道府県知事が認定した民間事業者による特定母
樹の採種園・採穂園の整備を支援する制度が創設され
ました。

特定苗木は今後の人工造林に用いる苗木の中核を担
うものです。関係機関が連携・協力して特定母樹の採
種園・採穂園の整備と特定苗木の生産・普及を推進し
ています。

北海道では、２２の法人・個人が北海道知事から認
定を受けて特定母樹を用いた「クリーンラーチ採種
園」の造成・管理を行っており、北海道育種場では原
種の配布や技術面から助言指導に努めています。

林業研究・技術開発推進北海道ブロック会議（育種分科会）、特定母樹等普及促進会議、北海道林木育種現地研
究会等を通じて関係機関と連携して北海道の林木育種を推進するとともに、開発品種や育種成果が効率的・効果的
に利用されるよう国、道、認定特定増殖事業者等の森林・林業関係者を対象とした育種技術の講習・指導を行って
います。また、地域の教育機関等からの要請に応じて研修や視察、学習指導の受け入れを実施しています。

林木育種センターHP「特定母樹としての普及」より抜粋



北海道育種基本区

関東育種基本区関西育種基本区九州育種基本区

○歴 史
昭和32年（1957） 林野庁北海道林木育種場

として江別市西野幌（現
在地）に創設

平成 3年（1991） 北海道・東北・関東・関
西・九州林木育種場を再
編整備し、林木育種セン
ターに一元化、その内部
組織として北海道育種場
と改称

平成 8年（1996） 新庁舎竣工
平成13年（2001） 独立行政法人林木育種セ

ンター北海道育種場へ移行
平成19年（2007） 独立行政法人森林総合研究

所と統合
平成27年（2015） 国立研究開発法人森林総合

研究所林木育種センター北海
道育種場に名称変更

平成29年（2017） 国立研究開発法人森林研究・

整備機構森林総合研究所林木
育種センター北海道育種場に
名称変更

平成３０年（201８） 9月に発生した台風21号
及び胆振東部地震により場内
の倒木等甚大な被害を受けた

〒069-0836
北海道江別市文京台緑町５６１－１
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○育種基本区
林木育種事業を運営する基本単位

として、全国を樹種、気象条件、行政
区界等により、５つの育種基本区に分
割、それぞれに育種場（関東は林木育
種センター）が配置されています。
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